
別紙様式（Ⅶ）-１【添付ファイル用】 

作用機序に関する説明資料 

１．製品概要 

商品名 血糖値ダブル対策 

機能性関与成分名 桑の葉由来イミノシュガー、バナバ葉由来コロソリン酸 

表示しようとする

機能性 

本品には、桑の葉由来イミノシュガー、バナバ葉由来コ

ロソリン酸が含まれます。桑の葉由来イミノシュガー

は、糖の吸収を抑え、食後血糖値の上昇を抑える機能が

あることが報告されています。バナバ葉由来コロソリン

酸は、健康な方の高めの空腹時血糖値を低下させる機能

があることが報告されています。本品は、血糖値が高め

の方に適した食品です。 

 

２．作用機序 

ヒトは、米飯等に含まれる澱粉や甘味料に含まれる二糖以上の糖質をそのま

まの形で吸収することはできない。食事に多く含まれるデンプンは、α-アミラ

ーゼという消化酵素によって二糖類に分解された後、さらにα-グルコシダーゼ

という消化酵素によって単糖にまで分解し小腸から吸収され、血糖値として血

液中に検出される。甘味料に多く含まれるショ糖（二糖）についても、α-グル

コシダーゼにより分解されて単糖として吸収される。一般的に、血糖値の上昇を

防ぐためには、上記の消化酵素の活性を阻害すること、組織へ血糖の取り込みを

促進すること等が考えられる。 

桑の葉由来イミノシュガーは、環中の酸素原子が窒素原子に置換された構造

を有する糖のアナログで、1-デオキシノジリマイシン（DNJ）、2-O-α‐D-ガラクト

ピラノシル-１-デオキシノジリマイシン（GAL-DNJ）、ファゴミン等が報告され

ており、桑葉には上記 3 種類が存在することが確認されている 1, 2)。また、スク

ロースやマルトース等の二糖を単糖に分解するα-グルコシダーゼの活性を阻害

する作用が in vitro において示されている 3)。さらに、桑葉とイミノシュガーの

α-グルコシダーゼ阻害効果を比較した結果、桑葉によるα-グルコシダーゼ活性

阻害効果には、イミノシュガーのみが関与することが報告されている 4)。 

臨床試験においては、イミノシュガーを含む桑葉の摂取により食後の血糖値

および血中インスリン値の上昇が抑制されることが報告されている 5, 6)。また、

イミノシュガーを含む桑葉は摂取した炭水化物の消化を阻害し、未消化の炭水

化物が大腸に移行することで、腸内細菌による発酵を受けて呼気水素ガス濃度

が増加するという臨床試験が報告されている 7, 8)。食後の血中インスリン値の上

昇を抑えること、大腸での発酵を促進することは、桑の葉由来イミノシュガーが

小腸からの糖の吸収を抑制することを示している。 

したがって、桑の葉由来イミノシュガーはα-グルコシダーゼを阻害し、体内
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への糖の吸収を抑えることで、食後血糖値の上昇を抑制すると考えられる。 
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２．作用機序 

バナバ（学名 Lagerstroemia speciose L.）に含まれるコロソリン酸（2αヒドロ

キシウルソール酸）はトリテルペノイドの一種で、細胞試験・動物試験およびヒ

ト臨床試験により、以下のような糖代謝への作用が報告されている。 

コロソリン酸は血液中の糖の細胞への取り込みに関与するグルコース輸送体

GLUT4 を誘導する作用 1、2、3）、インスリン受容体のリン酸化を促進し、血液中

の糖の取り込みを促進する作用 4）、肝臓への投与においては、糖新生を抑制す

る一方で解糖を促進するフルクトース-2,6-ビスリン酸を増加させる作用 5）が報

告されている。 

ヒト臨床試験においては糖尿病患者を対象とした試験でコロソリン酸 10mg

を単回投与した際に、空腹時血糖値など血糖に関連する機能の改善が報告され

ている 6）。よって、コロソリン酸は血液中の糖の取り込みを促進することで血

糖値を下げる機能を示すと考えられる。 

バナバ葉抽出物において糖代謝に関わる成分としてコロソリン酸とエラジタ

ンニンが報告されている 7)。エラジタンニンについて in vitro 試験によってグル

コース輸送を誘導することが示されている。しかしながらその有効濃度はバナ

バ葉抽出物を経口摂取した際に得られる濃度とは考えにくいことからバナバ葉

抽出物の経口摂取によるエラジタンニンがグルコース輸送に影響を与える可能

性は低いと考えられる 7)。 

よって、血液中の糖の取り込みを促進することで血糖値を下げる機能はコロ

ソリン酸によるものであり、バナバ葉由来コロソリン酸が機能性関与成分とし

て、上記の作用により空腹時血糖値を下げる機序が考えられる。 
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